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Le Roman de Tristan en prose
における amer と tant
伊 藤 了 子
tant amer（＝aimer）はどのようなことを言うために用いられるのだろう
か？という疑問に答えるのが本稿の目的である。といっても文学的分析ではな
く，考察は表現の域にとどめる。はじめに直接目的補語や様態補語の有無，さ
らに有のばあいそれらはどのようなものであるかを観察することによって，
amer の用法を記述し，次いで amer と量詞 tant との関係を明らかにした
い。
具体的方法としては Le Roman de Tristan en prose（以下 TR .）の電子テ
クストで検索した amer（1）の目的補語と様態補語を整理，観察する。その後，
amer と tant の組み合わせが何を表しているのかを考察する。
1．amer
1. 1．構文（直接目的補語と様態補語の有無）
amer が直接目的補語も様態補語も伴っていない例や，どちらか一方を，あ
るいは両方を伴う例が見られる。直接目的補語や様態補語の有無はどのような
意味があるのか？
どちらも伴わないものはごく稀にしか見られない。（1）は一般論を述べてお
り，問題になっているのは事行 amer そのものである。
（1） Ki ainme et set k’il n’est amés/ Bien devroit estre faus clamés!
（t. I−X−158−p. 233）
８２
どちらかひとつを伴うものに関しては，問題になっているのは事行ではな
く，（場合によっては事行を含む）様態（2）か事行対象（3）である。
（2） En non Dieu, ce dist li cevaliers, tout ce pensoie je mout bien! Ce
vous fait estre si mauvais et si couars et si pereceus que vostre
cuer ne sont en amour. Et quant vous par amours n’amés, je
vous desfent , si cier conme vous avés vos cors , que vous plus
n’aprociés de moi. Je aim, fait il, par amours, et amours si me
fait valoir tant conme je vail, et se vous venissiés pres de moi, qui
ne savés que est amours, je quideroie bien valoir pis.（t. VI−XXI−
134−p. 313）
（3） Vous me faites entendant, fait li cevaliers, que vous amés la plus
bele dame du monde, et jou ausi le vous di de ma part.（t. VII−IX
−214−p. 352）
（2）の 5行目の事態 2〈Je amer par amours〉は先行の事態 1〈vous n’amer
par amours〉と対立関係にある。さらに事態 2の後続文で amours の重要性
が語られている。したがって事態 1と 2における重要な情報は par amours
という様態である。
（3）では「あなたが愛しているのも la plus bele dame du monde，私が愛
しているのも la plus bele dame du monde」である。すると，この la plus bele
dame du monde は同一人物かどうかが問題になる。つまり（3）では事行対象
が重要な情報である。
両方を伴う（4）では対象よりも様態が問題になっていると感じられる。
（4） Mais au daerrain n’i voit il point de son sauvement, car il ainme la
roïne Yseut si coreument , si tenrement , tant fort et si
merveilleusement k’il ne porroit de ceste amour son cuer
oster en nule maniere du monde, pour nule riens ki li en
peüst jamais avenir.（t. I−X−159−p. 234）
（4）の il（Kaerdin）が Yseut を愛していることは既に読者には明らかにさ
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れている。また，「救いがない」ことを正当化する（car～）のは愛の対象が Yseut
だからではなく，その愛し方である。
（5）は，事行 amer より，むしろその様態と対象の両方に力点が置かれてい
ることが伝わる一文である。
（5） ──Amis, che dist li cevaliers, se tu aimmes si conme tu dis et
tel dame conme tu dis, issi voirement m’aïst Diex, joiouse vie
pues mener.（t. VI−XXI−137−p. 318）
以上観察したように，amer の対象・様態の表記の有無は，どの要素を最も
重要な情報として伝えたいかということと関係がある。
1. 2．直接目的補語
amer の対象としては，人，動物（馬，犬），神，物（剣や盾），事態（こ
と）等，様々なものが見られる。人のばあい，（3）や（4）のように男女の愛も
あれば，（6）のように同性愛の意味ではない男同士の愛も，「すべての人々
toutes les gens」や「宿敵 nostre mortel anemi」に対するものもある。
また，人が対象であって様態補語を伴わない amer は，男女の特別な愛を
表す（6）こともあるが，いつもそうとは限らない（7）。
（6） Onques n’eüs, si conme tu dis, l’amour de cele que tu aimes；
（t. VI−I−3−p. 57）
（7） se li rois Artus amast monsigneur Gavain,（t. VII−IX−237−p.
381）
（7）は肉親の愛である。このように amer はその対象により様々な次元の愛を
表すことができる。
次に，様態補語について詳細に観察したい。
1. 3．様態補語
ここでいう様態補語とは，事行（amer）がどのように展開されるのかを具体
的に表すものである。（9）に見られるように conment という問いに対し量詞
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で答えることもあるので，質だけでなく量や程度も様態を表すと考える。ま
た，少数ではあるが longement, toute ma vie, tous les jours que je durrai
のような期間を表す表現によって「愛」の強さや程度を表す例もある。
amer の仕方・様態を問う疑問詞には combien と conment がある。
（8） ──Mais vous, fait Breüs, m’atendés tant que je reviengne parler
a vous! Si verrés adonc combien je aim vostre compaingnie!
（t. V−III−16−17−p. 86）
combien は疑問詞であるが，（8）の発話意図は感嘆文であるため，combien の
答えは後続文には見られない。
（9） ──Et conment l’aimes tu? fait li cevaliers. − conment? fait me-
sire Tristrans. Certes, je l’aim si fermement, de si vrai cuer et
de si fin, que je ne quit, se Diex m’aïst, c’onques cevaliers
n’ama plus dame qui fust au monde. Je l’aim bien plus que
moi meïmes. Poroit dont nus plus amer?（t. VI−XXI−137−p.
318）
（9）では conment amer? に対して Lanselot はこう答えている：si ferme-
ment, de si vrai cuer et de si fin「それほど揺るぐことなく，真のかつ純な心
で」。そして si「それほど」を具体化するのは que 節「この世の騎士が奥方を
これ以上は愛したことはないと私が思うほど」である。続く文では量詞 plus
を用いて「自分自身よりも彼女の方をはるかに多く」，「誰かがそれより多く愛
することは可能であるや？」と言い，それを超えるものが存在しない最高の愛
であることを示すことによって conment の答えとしている。
次に，amer がどのような様態表現を伴い得るのかを，質と量に分けて例文
を観察する。
1. 3. 1．質
質を表す amer の様態補語としては，品質形容詞から派生した副詞や，名
詞を核とする副詞句などが挙げられる。
副詞には，マイナスの意味のものも含め，次のようなものが見られる。
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（10）amer bassement 「低く」 chierement 「愛しく」
coreument 「心から」 destroitement「強く」
durement 「強く」 faintement 「偽りの心で」
fermement 「しっかり」 finement 「純粋に」
forment/fort 「強く」 hautement 「高貴に」
legierement 「軽く」 loiaument 「誠実に」
merveilleusement「驚くほどに」 a merveilles 「驚くほどに」
outreement 「過度に」 tenrement 「やさしく」
vraiement 「真に」
（10）中の hautement と bassement は対立する概念を表す。われわれのテク
ストでは前者は，騎士が最高の身分である王妃を愛するように，自分より身分
の高いものを愛の対象とするのに対し，後者は自分より身分の低いものを対象
にすることを表している。また，そのどちらでもないものは次のように表現さ
れている。
（11）et je meïsmes ne sai mie tant de bien que je seüsse amer en mon
endroit ne trop haut ne trop bas.（t. V−V−54−p. 128）
副詞句の核となる名詞は amor と cuer の他，少数の名詞に限られている
が，副詞や形容詞の付加によっていくらでも多様にすることができる。
（12）amer par amours 「愛によって」
de fole amour 「狂気の愛で」
de（trop）grant amour 「（非常に）大きな愛で」
d’amour naturel conme son neveu
「彼の甥の（を愛する）ような自然愛で」
mie d’amours pesant 「重い愛ではなく」
d’une amour legiere 「軽い愛で」
amer de cuer 「心から」
de fin cuer 「純な心で」
de fin et entier cuer 「純で完全な心で」
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de greigneur cuer 「より大きな心で」
de con grant cuer 「なんと大きな心で」
de tous lour cuers/de tout mon cuer
「全心で」
de cuer loiial 「誠（忠）実な心で」
de cuer vrai 「真の心で」
amer sans faintise 「偽りなく」
（12）中の amer . . . de fole amour は，（13）では否定的な意味で用いられてい
る。Ernous 候の 3人の息子たちが美しい妹を de fole amour で愛した。その
結果、妹を肉体的に犯し，その後，妹が父親に言いつけるのを恐れて，殺して
しまう。
（13）Cil troi frere amerent lour serour de fole amour, si durement
qu’il en escauferent a ce qu’il jurent a li carnelment.（t. VIII−XIII−
215−p. 301）
amer par amours は amer legierement と対立する概念として Caedin と
Dynadan, Palamides と Dynadan, Genievre 王妃と Dynadan，あるいは
Tristan と Dynadan の恋愛論の中で頻繁に用いられ，1例を除き，男女間の
「真の愛」を表すのに用いられている。例外の 1例（14）では対象が人ではな
く，武具である。
（14）Pour ce devront il hounerer mes armes , que je les aim par
amours.（t. IX−VIII−80−p. 196）
これは死に瀕した Tristan の言葉である。自分の武具を amer par amours と
いうことにより，彼の amer par amours の対象である Yseut と自分の武具
を同等に扱っていると考えられる。Dynadan との議論の中で述べられるよう
に女性を amer par amours することにより騎士はよりよくなれる。女性の存
在も優れた武具の存在も騎士としてよりよくなるために，Tristan にとって同
じように重要であったと解釈できる。
（10），（12）の副詞（句）は，loiaument et de fin et entier cuer のように複数
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組み合わせたり，bien や mout で強調したり，si . . . que（15）によって具体
化したり，さらに比喩表現 conme～（16）を用いたり，さまざまな手段で無限
に多様化できる。
（15）si hautement que on ne peüst pas plus hautement amer（t. VI−XXI
−138−p. 320）
（16） li rois Artus et cil de la Table Reonde, qui monsigneur Tristran
amoient conme s’il fust lour freres carneus .（t. IX−IX−85−p.
201）
bien の一部も質と考えるべきであろう。
（17）car miex l’aime maintenant que il ne soloit.（t. VI−VIII−61−p. 175）
「かつてそうであったよりも」
（17）では昔と今を比較して，今の方が Il la amer mieux と言っている。確認
や緩和の bien には比較級がないので，様態の bien の比較級であると解釈で
きる（2）。
（18）Car je morrai pour bien amer, ne ja d’amours n’arai se la mort
non!»（t. VIII−IX−138−p. 214）［morrai＝mourirai］
（19）Li boins Palamidés, ki Amours ocist et afole, cil ki bien ainme
pour noient, enconmence adonc celui fait.（t. V−XIII−275−276−p.
361）
（18），（19）ともに Palamidés の，かなえられないので死んでしまうほどの愛
を表すための bien である。
このように様々の表現手段によって，様々の様態が質的に表されている。
1. 3. 2．量
量は概念的にはゼロ，少量，多量等，様々の段階の量が考えられるが，表現
としてはある程度限られており，われわれのテクストの中で amer と共起す
る量表現はさらに限られている。ゼロ，少量，多量といった量の概念を用いて
程度を表すという手法が見られる。
ゼロあるいは少量を表すのには否定文を用いている。
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（20）a ce qu’il ne vous aime mie.（t. VI−I−8−p. 66）
（21）u cil ki aimme par amours u cil qui n’aimme point?（t. V−IV−35−p.
105）
（22）car bien sachiés（. . .）qu’ele ne vous aimme pas granment.（t. III
−XIV−129−130−p. 171）
少量の表現としては（un）peu と（un）petit が考えられる。（un）peu は
TR . にもみられるが，amer との共起はない。また，（un）petit は少量では
なく，（25）のように否定文により逆に量が多いことを示すのに用いられてい
る。
多いことを表す表現としてはまず mout が考えられる。amer と mout の組
み合わせは TR . 全 9巻中に 32例あり，その中で騎士が騎士（23）や修道士な
ど男を対象とするものが 19例，異性間でも対象が母あるいは甥であったり，
また人以外では動物（馬，犬）が大勢を占める。他方，恋愛感情をもつ男女の
間（24）にも mout amer は使われていれる（3例のみ）。
（23）u au mains por monsigneur Tristran, que je mout aim,»（t. I−V−119
−p. 187）［je＝Lanselot］
（24）Quant il ot dite ceste parole, Celicés, qui mout amoit la roine de
Cornuaille, en fu trop dolans，（t. VII−IX−226−227−p. 367）
（24）の Celicés は，Kaedin や Palamides と同じように，par amours によっ
て Yseut 王妃を愛した騎士の一人である。しかし（24）では（他の 2例もそう
であるが），Celicés の Yseut に対する愛が恋愛感情であることを表すのが発
話の目的ではない。恋愛感情であることはすでに先行文脈により明らかになっ
ている。その愛も含めて語り手は mout amer と言っていると考えれば，恋愛
感情は mout amer の中に含まれる。つまり mout は本来の「多量」を表すと
いえる。
amer は対象として様々なものをとることができ，対象によって amer も
様々な意味を帯び，様々な種類の愛をあらわすことができる。mout はその種
類にこだわらず単に「多量」であることを示す標である。
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上で少し触れたように，少量の標である petit を否定することによって，量
が多いことを表すこともできる。
（25）Certes, fait li preudom, voirement ne l’aim je pas petit, si m’aït
Diex, com je l’aim plus que moi meïsmes!（t. II−XII−98−p. 220）
さらに，amer の量を表す副詞としてよく見られるのは mout の比較級 plus
や moins である。plus は，比較の対象を伴わないときは最上級に解釈できる
（26）。
（26）quar je perdi ce que je amoie et que je plus avoie amé en cest
siecle : mon cuer, m’ame perdi je par cele bataille，（t. VI−I−5−p.
61）「この世で最も愛した」
比較級の場合，比較の対象としては，事行対象（27～30），主体（31），事態
（32），あるいはこれらの複数を組み合わせたもの等が見られる。
（27）Cel ki plus vous aime que s’ame?（t. I−X−163−p. 239）
（28） car vous m’aves tolue ma dame que je amoie autretant conme
moi meïmes.（t. III−XIV−129−130−p. 171）
（29）celui que ele n’aimme mie moins de soi meïsmes.（t. VI−XXI−170−
p. 388）
（30）aim je plus que nul home du monde（t. VI−V−37−p. 129）
（31）Certes, je l’aim si fermement, de si vrai cuer et de si fin, que je ne
quit, se Diex m’aïst, c’onques cevaliers n’ama plus dame qui fust
au monde.（t. VI−XXI−137−p. 318）
（32）では過去の経験と現在の比較をしている。
（32）Or l’aime il plus que il ne fist onques mais ; de ses amors a ore
esté conme de jeus jusc’a cest point.（t. VI−I−21−p. 94）
このように，最上級の plus によって，あるいは最高級のもの（たとえば 27～
29の自分自身）を比較の対象とする比較級によって，愛の度合いが最高度で
あることを表している。
以上，amer は，形容詞から派生した質を表す様態補語とも量詞からなる様
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態補語とも共起することが明らかである。次章では量詞 tant が amer と共起
するとき tant がどのような働きをするのかを考察する。
2．tant amer
tant amer は que P を伴うものとそうでないものがある。
2. 1．具体化の手段 que P
われわれのテクストの例は，tant Q que P（直説法）の事態 P が結果を表
すと解釈できるもの（33）と，そうではないもの（34）の 2種類に分けることが
できる。
（33）Je les aim tant que jamais n’aroie leeche se je les avoie per-
dus.（t. III−XIV−132−p. 173）
（34）Et cele, qui tant l’amoit qu’ele ne puet riens tant amer, le re-
garde（t. VI−VI−49−p. 151）
前者は事態 Q と事態 P が原因・結果の関係になる可能性を持っていると考
えられる（33, 35～39）。好き＞助けに行く（35），好き＞他の女性に手を出さ
ない（36），好き＞忘れることができなかった（37），好き＞．．．と思った
（38），好き＞残った（39），等々。Q が P の成立に十分な量に達するや，原因
・結果の関係が成立する。そして十分な量であることを示すのが tant であ
る。
（35）qu’entre moi et mon pere li alons aidier（t. IX−II−10−p. 81）
（36）qu’il ne vauroit nule autre avoir en nule maniere.（t. VI−III−31−p.
118）
（37）qu’il ne le pooit oublier, ains en estoit tant a malaise que nus plus.
（t. IX−I−1−p. 69）
（38）k’il dist a soi meïsmes k’il estoit mestiers k’il l’eüst u par force u
par amours.（t. I−VII−131−p. 201）
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（39）qu’il ne s’en rala pas, ains remest entre lui et sa gent, et sivoit
Joseph par tous les liex, la u il aloit.（t. VI−XVIII−120−p. 285）
他方，事態 P が結果よりむしろ程度を表すと感じられるものがある（34, 40
～44）。それは，Q の事行が amer なのに P の事行も amer であることか
ら，事行より様態の方が重要な情報となるからであろう。
（40）qu’il ne puet plus，（t. VIII−V−125−p. 198）「それ以上（愛することが）で
きない」＞最高度
（41）k’il n’avoit nul parent carnel k’il amast de gregneur amour（t. IV−
IX−135−p. 221）「それより大きな愛で彼が愛する肉親はいなかった」＞最高度
（42）k’il n’amoit riens du monde autretant com il faisoit lui（t. I−X−161
−p. 236）「彼（息子）を愛したと同じくらい彼（父）が愛した者はこの世には
いなかった」＞最高度
（43）que（. . .）il ne le peut onques amer mains（t. IX−VI−50−p. 147）
「それより少なく愛することができない」＞同程度かより多く
（44）k’il ne l’amoit mie granment moins que soi meïsmes.（t. I−XIII−176
−p. 256）「彼は彼女を自分自身よりはるかに少なく愛することはなかった」＞
ほとんど同じ
これらの例に見られる P の程度は，最高度が多い。比較のところで触れた
ように（44）の自分自身に対する愛は一般に最高度の愛を表すと考えれば，「ほ
ぼ最高度」と解釈できる。このように P が表す程度は最高度か少なくとも
「多い」ことを表している。少ないことを表すものはない。
以上から，tant Q que P の tant は本質的には Q の量（＞程度）を表し，
P がそれを具体化する。そして原因・結果は副次的な産物にすぎないという仮
説を立てることができる。次節で見るように que P を伴わない tant Q には
原因の意味はまったくない。
2. 2．（P.）Tant amer
que P を伴わない tant amer は 19例ある。これらは大きく 2つに分けるこ
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とができる。先行文脈にすでに事態 Q（S amer（Od））に関連する記述 P が
「ある」場合と，「ない」場合あるいはあっても離れすぎて読者あるいは聞き手
の記憶に残っていないないもの。
また，これらが関係節中に多く（19例中 16例）みられることも指摘に値す
る。
2. 2. 1．先行文脈
事態 Q に関連する記述 P は，先行文脈にあってもそれは必ずしも直前とは
限らない。むしろわれわれのテクストでは直前の一文を後続の tant が「受け
る」タイプ（P1. Tant amer）は存在しない。何巻にも亘り事あるごとに繰り
返し指摘されることもあれば（45, 46），近くの節でのみ語られることもある
（47）（P1～Pn. Tant amer）．
（45）Et quant il est desarmés, il connoist sans faille que ce est Dy-
nadans que il tant aimme. Quant Dynadans coisi monsigneur
Tristran, le cevalier du monde qu’il amoit de greigneur amour, or
ne demandés pas s’il est liés!（t. VI−XXI−152−p. 352）
（46） «Dynadant , fait mesire Yvains , vous soiiés li tres bien venus .
Veïstes vous piecha monsigneur Tristran, vostre boin com-
paingnon, ki tant amoit vostre compaingnie, com nous bien
savom?（t. IV−III−53−p. 120）
（47）A cele feste vint li cevaliers ki maris estoit de la dame dont je
vous ai conté que li rois Uterpandragon amoit tant, et amena sa
feme en sa compaingnie.（t. I−VII−132−p. 202）
（45）の Dynadans と Tristran の間の仲のよさは物語のはじめから終わりま
で何度も文章で直接表現されたり，二人の行動から読み取られたり，語り手の
みならず読者にとっても周知の事実である。
（46）の事態 Q は，語り手や登場人物の発話により読み手には既知である
が，ここでは発話者（登場人物）自身が com nous bien savom により，事態
Q を既知のこととして示している。このような例はほかにも 2例（con vous
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savés）ある。
（47）の Uterpandragon の愛については，直接的表現として，当該節と直前
の節中に次のような記述（48～50）が存在する。
（48）131. Verités fu, ce dist li contes, que, puis que li rois Uterpan-
dragon ot Ygerne a moullier, k’il ama une dame du roiaume de
Logres mout merveilleusement.（t. I−VII−131−p. 201）
（49）Pour sa grant biauté l’ama tant li rois Uterpandragon k ’il dist a
soi meïsmes k’il estoit mestiers k’il l’eüst u par force u par amours.
（t. I−VII−131−p. 201）
（50）Li rois Uterpandragon, ki ne veoit pas conment il peüst avoir aaise
de parler a la dame priveement pour dire li ce que lui plaisoit et
conment il l’amoit merveilleusement et destroitement，（t. I−
VII−132−p. 202）
そして（50）で述べられた，彼女に自分の気持ちを伝える機会をつくることを
実現するために，U 王は国中の騎士を妻ともども招いてパーティを開く。そ
の後の語りの部分に（47）が続くのである。つまり（47）の事態 Q（li rois Uter-
pandragon, amer, la dame）はすでに構築されており，amer の様態も然り。
これらは amer を用いて文章化されたものであるが，他に事行 amer を含ま
ない文でも，具現化するような文（たとえば思いを遂げるために国中の騎士を
集めるようなパーティを催す）がある。このような文は P（複数のときは P1,
P2, . . . Pn）であると解釈できる。したがって amer tant の tant はこのよう
な直接的・間接的に事態 Q にかかわるものすべて（P1～Pn）を受けると考え
られる。
先行文脈に記述がまったく存在しない（P0）例もある。たとえば（51）の Dy-
nas は自分が愛し，塔に閉じ込めておいた奥方が逃げ出したことを知って言
う。
（51）«Par mon chief, fait Dynas, par chi s’en ala ele voirement. Mais or
me dites, mes deus braqués que je tant amoie, les emporta ele
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avoec li?»（t. III−XIV−125−p. 167）
Dynas が 2匹の猟犬を愛しているという事態は先行文脈ではまったく触れら
れていない。彼の猟犬が登場するのもここがはじめてである。Dynas が話し
ている相手は Dynas の館の者たちである。Dynas と彼らの間では Dynas が
2頭の猟犬を飼っていてそれらを愛していたことは「周知」の事であるという
前提で Dynas が話していると解釈できる。語りはこの直後に Dynas が猟犬
をどれほど愛していたか，それはなぜかということを明かす（52）。
（52）Quant Dynas entent cheste parole, il en est trop durement iriés,
quar les braqués amoit il de tout son cuer pour ce que de
Hudenc estoient estrait.（t. III−XIV−125−p. 167）
以上，P. Tant amer の tant は，先行文脈において P が明示されていよう
が（P1～Pn）いまいが（P0），事態 Q に関して既知であることが前提で用いる
ことができる。
2. 2. 2．関係節
tant amer が関係節中で用いられることが多いのはなぜか？それは，que P
を伴わない tant amer が既知の事態だから。既知であることが重要なのであ
る。
先行詞の名詞の種類（一般名詞と固有名詞）によって大きく 2つに分類で
きる。
ひとつは，先行詞が damoisele, chevalier のような一般名詞で，定冠詞が
ついていてもどの人物かを特定するのが困難なもの（53～55）。関係節（qui/que
tant amer）が同定を容易にする役目を果たしていると思われる。同定を容易
にするのは，事態 Q が共発話者にとっても既知であることが前提にあるから
である。
（53）la damoisele k’il amoit tant.（t. I−XIII−176−p. 256）
（53）の la damoisele はちょっとした登場人物で名前がどこにも出てこな
い。騎士 il との関係を表すのが目的。amer とその様態は，少しではある
が，先行文脈に示されている。
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（54）Et se aucuns me demandoit qui li chevaliers estoit, qui portoit
l’escu au blanc lyon qui tant amoit madame la roïne Yseut, je di-
roie qu’il estoit li boins cevaliers sarrazins, cil qui si longement
avoit cacié la Beste Glatissant, c’est Palamidés.
（54）ではもうひとつの関係節 qui portoit l’escu au blanc lyon の盾の紋章は
まさに同定のために存在するので，この節自体が同定のためであり，さらにそ
れと同等の qui tant amoit madame la roïne Yseut も同定の役割を果たし
ている。
（55）Quant mesire Tristrans fu esveilliés, il regarde entour soi, car bien
i quidoit veoir le cevalier qui tant amoit la roïne Yseut.（t. VIII−
IX−141−p. 218）
（55）において Tristrans はまだこの騎士が誰なのかを知らない。その場には
他にも騎士がいるので le cevalier だけではどの騎士を指すのかあいまいであ
る。
もうひとつは先行詞が固有名詞のとき（56, 57）。
（56）──Sire, fait Hector, je ne sai qui vous estes encore .（. . .）Et
pour ce vous pri je que vous me dites qui vous estes ! ──Chertes,
fait mesire Tristrans, vers vous ne me porroie je celer!» Lors（. . .）
li dist : «Je sui mesire Tristran de Loenoys, qui tant vous ai
amé, conme vous savés.（t. IX−VII−61−p. 163）
（57）53. Et Boors, qui estoit retournés à Camaalot, vint a la roïne et li
dist : «Dame, pour coi nous avés vous ensi traïs , que mesires
Lanselos, qui estoit li plus preudom du monde et qui tant vous
amoit, avés si vilment cacié de court?（t. VI−VII−53−p. 157）
Tristran や Lanselos は誰もが知っているはずの固有名詞であることから，
先行詞が表すものの同定は先行詞のみで可能なので，ここでの関係節は同定を
容易にするために用いられているのではないだろう。事態 Q（S amer
（Od））は，（56）の conme vous savés により明らかなように，既知情報とし
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て提示されている。発話者にとっても共発話者にとっても既知であることが明
らかな事態をあらためて提示することの意味は何か？情報提供よりむしろ「既
知」であることが重要な役割を果たしているように思われる。（56）では共発
話者にとっても既成の事実として提示することによって，同意を促す役割を果
たしたり，（57）では対立する 2つの事態を併置することによって，前者（周
知の事態）から見ると，後者（新事態）は「ありえない」という，発話者の驚
きが伝わってくる。
どちらの場合も，事態 Q（S amer Od）が既に構築されていることが前提
であるから，関係節で用いることが可能であり，そのような例が多いというこ
とになる。
以上本章で扱った tant amer（que P）は次のようにまとめることができ
る。
1. tant amer que P1 : P は tant を具体化する。P1の事行（amer 以外
・直説法）は副次的に結果の意味を伴う。
1′tant amer que P2～Pn : P が複数の例は見つかっていない。
2. P0～Pn. Tant amer : P は tant を具体化する。P0も含め P は明示的
・暗示的に事態 Q（S amer（Od））に関連する
こと全てを含む。
2′P1. Tant amer : P1が直前の一文であるような例は見つかってい
ない。
tant amer que P にも P. Tant amer にも共通するのは「P は tant を具体化
する」ということである。
3．ま と め
amer はどのような様態表現を伴うことができるのか，また tant とはどの
ような関係にあるかを Roman de Tristan en prose の例をもとに考察した。
９７Le Roman de Tristan en prose における amer と tant
amer は質・量，さらに場所・期間等までを含む様々な様態補語と共起する
が，tant amer の tant は単に量・程度に関する文表現のみを受けるのではな
く，文脈中あるいは少なくとも発話者の頭の中にある，事態 Q（S amer
（Od））にかかわるすべての事態 P（つまり～Pn）を量化したものであるとい
える（3）。
注
盧 TR . における amer の出現数は以下のとおりである。
inf. amer（74），aimer（1）
ind. pr. j’aim（96），aimes（2），aime（7），ainme（14），aimme（61），aint
（3），amés（89），amons（2），amissom（1），aiment（3），ainment
（2），aimment（7）
ind. imp. amoie（23），amoit（134），amoient（18）
ind. p.s. amai（14），ama（22），amastes（5），amerent（3）
ind. fut. amerai（8），ameras（1），amera（7），amerons（1），ameront
（1）
cond. ameroie（4），ameroit（5）
subj. amaisse（15），amast（14），amissiés（3），amassent（1）
p.p. amé（13）
盪 Greimas には 2. Adv. de quantité, Beaucoup, Amer bien, aimer avec passion.
3. Vraiment とある。
蘯 現代仏語に関する Culioli, A.（1992）と藤田知子（1996）の仮説の反証となる例
は TR . にはない。
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